
捜
索
救
助
犬
協
会
に
助
成

発
と
愛
の
事
業
団」
災
害
備
え
久
喜
で
訓
練

読
売
光
と
愛
の
事
業
団
は
、
久
喜
市
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本

捜
索
救
助
犬
協
会
を
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
団
体
に
選
ん

だ
。
登
録
団
体
に
は
自
然
災
害
発
生
時
の
初
動
費
用
と
し
て
、

年
５０
万
円
（
上
限
）
が
提
供
さ
れ
る
。

同
協
会
は
２
０
０
４
年
の
設

立
で、
土
砂
や
が
れ
き
に
埋
ま

っ
た
被
災
者
を
見
つ
け
る
捜
索

救
助
犬
の
育
成
や、
被
災
地
へ

の
出
動
を
続
け
て
い
る
。
現
在

の
会
員
は
約
２０
人
で
、
１５
頭
ほ

ど
が
所
属
す
る
。

こ
れ
ま
で
、
０４
年
始
月
の
新

潟
県
中
越
地
震
や
１１
年
３
月
の

東
日
本
大
震
災
、
昨
年
７
月
に

静
岡
県
熱
海
市
で
発
生
し
た

土
石
流
な
ど
、
多
く
の
大
規
模

災
害
の
現
場
で
活
動
し
て
き

た
。
東
日
本
大
震
災
で
は
発

生
翌
日
に
宮
城
県
気
仙
沼
市
に

入
り
、
１１
人
の
遺
体
を
見
つ
け

た
。▼同
協
会
は
週
末
に
、
久
喜
市

菖
蒲
町
の
訓
練
場
で、
物
陰
や

箱
の
中
に
隠
れ
た
人
間
を
見
つ

け
る
な
ど
の
訓
練
を
行
っ
て
い

る
。
犬
種
は
大
型
犬
か
ら
小
型

犬
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
、
同
協
会

の
江
口
タ
ミ
子
代
表
理
事
（
燭
）

は
「そ
れ
ぞ
れ
の
犬
に
長
所
や

役
割
が
あ
る
」
と
話
す
。

助
成
金
は
、
出
動
時
の
交
通

費
や
無
線
機、
全
地
球
測
位
シ

ス
テ
ム
（
Ｇ
Ｐ
Ｓ
）
な
ど
の
設

備
費
用
に
使
う
予
定
と
い
う
。

江
口
代
表
理
事
は
「一
分
一
秒

で
も
早
く
現
場
に
出
動
し
て
、

被
災
者
の
発
見
に
結
び
つ
く
よ

う
に
使
わ
せ
て
も
ら
う
」
と
力

強
く
語
っ
た
。
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捜１素救助犬を訓練する江口代表理事（２０日、久喜市で）



災
害
支
援
団
体
を
助
成

静
岡
市
葵
区
の
土
砂
災
害
現
場
で
重
機
を
使
つ
て

復
旧
作
業
に
当
た
る
日
本
笑
顔
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

メ
ン
バ
ー
（
１４
日
撮
影
、
林
代
表
理
事
提
供
）

光と愛災害ボランティア

小布施「活用 被災地の力に」

　　　

自
然
災
害
の
被
災
地
復
旧
支

－
－
援
に
取
り
組
む
一
般
財
団
法
人

ｚ
ｇ

　

「
日
本
笑
顔
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

力

（小
布
施
町）
が、
壁
発
と

　　
　　　　　　　　　　　　

　
　　　
　
　
　
　
　

　　

が
多
発
す
る
中
、
団
体
は
「
大

　

′

　

き
な
後
押
し
を
い
た
だ
い
た
」

　　

と
喜
ん
で
い
る
。

　　　

同
制
度
は
、
災
害
救
援
活
動

　
　
　
　
　

　　

災
地
入
り
の
際
、
初
動
の
資
金

施

　

と
し
て
年
間
５０
万
円
を
上
限
に

布

　

提
供
す
る
も
の
。
登
録
期
間
は

小

　

３
年
間
で
、
今
年
度
は
継
続
も

　　

含
め
全
国
で
５
団
体
が
選
ば

れ
た
。
日
本
笑
顔
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震

災
後
に
任
意
団
体
と
し
て
発

足
し
、
炊
き
だ
し
な
ど
を
実

施
。
１６
年
熊
本
地
震
や
１８
年

西
日
本
豪
雨
で
も
支
援
物
資

を
送
っ
た
。
１９
年
の
台
風
１９

号
で
は
小
型
重
機
を
使
っ
た

泥
な
ど
の
搬
出
を
担
っ
た
。

現
在
は
法
人
化
し
、
被
災
地

で
活
動
す
る
「
重
機
オ
ペ
レ

ー
タ
ー
」
の
育
成
も
行
っ
て

い
る
。
今
年
も
豪
雨
災
害
に
見
舞
わ

れ
た
新
潟
県
村
上
市
や
静
岡
市

な
ど
で
活
動。
林
映
寿
代
表
理

事
（
４６
）
は
「
重
機
の
リ
ー
ス
や

燃
料
費
に
は
数
百
万
円
の
資
金

が
必
要
だ
。
助
成
を
活
用
し
、

い
ち
早
く
駆
け
つ
け
て
被
災
地

の
力
に
な
り
た
い
」
と
話
し
て

い
る
。
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へ地災被な

宇
陀
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
登
録
団
体
に

地
震
や
豪
雨
の
被
災
地
で、
緊
急
支
援
に
取
り
組
ん
で
き

た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
災
害
救
援
レ
ス
キ
ュ
ー
ア
シ
ス
ト
」
（
宇

陀
市
）
が、
支
援
の
初
動
費
用
の
助
成
が
受
け
ら
れ
る
読
売

光
と
愛
の
事
業
団
の
「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
団
体
」
に

選
ば
れ
た
。
代
表
理
事
の
中
島
武
志
さ
ん
（
４５
）
は
「
自
分
た

ち
が
や
り
た
い
支
援
で
は
な
く、
そ
れ
ぞ
れ
の
被
災
地
で
必

要
な
支
援
を
し
て
い
き
た
い
」
と
話
す。

（
山
田
珠
琳
〕

中
島
さ
ん
は
２
０
１
１
年
の

東
日
本
大
震
災
を
き
っ
か
け
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
始
め
、

１６
年
に
任
意
団
体
と
し
て
前
身

の
団
体
を
設
立
。
災
害
直
後
の

　

光と愛 災害ボランティア

初
期
支
援
を
中
心
に
取
り
組

み
、
１９
年
、
大
阪
府
茨
木
市
を

拠
点
と
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
し

た
。
今
年
７
月
に
は
宇
陀
市
に

拠
点
を
移
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

育
成
に
も
力
を
入
れ
る
な
ど
活

動
の
幅
を
広
げ
て
い
る
。

被
災
地
に
は
通
常
、
先
遣
隊

と
し
て
ス
タ
ッ
フ
３
人
が
入

り
、
そ
の
後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
受
け
入
れ
を
行
う
。
現
地
の

自
治
体
や
社
会
福
祉
協
議
会
、

住
民
と
協
力
し
て
、
被
災
者
の

支
援
ニ
ー
ズ
を
集
め
、
直
面
す

る
課
題
や
状
況
に
合
わ
せ
た
支

援
に
取
り
組
む
の
が
特
徴
だ
。

１

　

６
年
の
熊
本
地
震
で
は
避
難

所
の
運
営
や
炊
き
出
し
、
１８
年

の
大
阪
北
部
地
震
や
今
年
の

福
島
沖
地
震
で
は
、
被
災
家
屋

で
屋
根
の
雨
漏
り
を
防
ぐ
ブ
ル

ー
シ
ー
ト
を
張
る
作
業
な
ど

を
実
施
。
１９
年
の
九
州
豪
雨
や
、

今
年
８
月
に
豪
雨
被
害
を
受

け
た
新
潟
県
関
川
村
で
は、
家

屋
の
壁
か
ら
断
熱
材
を
取
り

除
い
た
り
、
床
下
や
周
囲
の
泥

を
排
出
し
た
り
す
る
作
業
に

注
力
し
た
。
各
地
の
活
動
を
通

じ
て
仲
間
が
増
え
、
現
在
は
２０

～
８０
歳
代
の
約
８０
人
が
支
援
を

担
う
会
員
と
し
て
登
録
し
て

い
る
。
登
録
団
体
に
選
ば
れ
た
後
の

今
年
１０
月
に
は
、
台
風
１５
号
の

影
響
を
受
け
た
静
岡
県
磐
田
市

の
支
援
で、
事
業
団
の
助
成
金

を
利
用
し
て
小
型
の
パ
ワ
ー
シ

ョ
ベ
ル
を
レ
ン
タ
ル
。
初
期
の

１０
日
間
、
被
災
家
屋
の
床
下
や

周
辺
の
土
砂
の
撤
去
作
業
に
活

用
し
た
。
こ
れ
ら
は
重
機
の
操

縦
な
ど
専
門
的
な
技
術
が
必
要

な
支
援
で、
現
場
で
扱
え
る
人

は
限
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

中
島
さ
ん
は
「
人
手
の
足
り

な
い
被
災
地
で
は
、
重
機
を
使

え
る
だ
け
で
１
０
０
人
分
の
支

援
に
な
る
。
被
災
地
の
状
況
は

日
々
変
化
し
、
迅
速
な
支
援
が

求
め
ら
れ
る
た
め
、
今
後
も
力

を
尽
く
し
て
い
き
た
い
」
と
思

い
を
新
た
に
し
た
。
◇

読
売
光
と
愛
の
事
業
団
の

「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
鷲
録
制

度
」
の
登
録
団
体
に
な
っ
た
災

害
救
援
レ
ス
キ
ュ
ー
ア
シ
ス
ト

に
は
、
被
災
地
で
の
初
動
費
用

が
年
５０
万
円
を
上
限
に
支
給
さ

れ
る
。
登
録
期
間
は
３
年
間
で
、

今
回
は
１９
年
か
ら
の
継
続
を
含

め
て
５
団
体
が
選
ば
れ
た
。

○
「
そ
れ
ぞ
れ
の
被
災
地
に
必
要
な
支
援
を
届
け
た
い
」
と
話
す
中
島
さ
ん
（奈

良
市
で）
綿
豪
雨
被
災
地
で
重
機
を
使
っ
て
土
砂
を
撤
去
す
る
ス
タ
ッ
フ
ら
（
１０

月
８
日、
静
岡
県
磐
田
市
で
）
＝
災
害
救
援
レ
ス
キ
ュ
ー
ア
シ
ス
ト
提
供
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